
重要度 Ａ

21001 作成日 更新日 H24.3.31

090700 責任者 担当者 産業政策担当

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 社

年度 最終値

計画値

実績値

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 0
同左

効
果
額 同左 税収や雇用の

増加，市内企業
の活性化が考
えられる。

同左

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

上野 和久

最終目標

効果

経済産業部 商工振興課

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

市内の工業団地等への企業誘致を進め，企業立地促進奨励金の対象立地企業数を3社増加する。

H23.4.1

1

平成27年度

企業立地促進奨励金の対象立地企業数

平成23年度

10

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

平成25年度

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成26年度

取組内容・目標

市内企業の状況や立地設備投資動向の把握を進める。企業立地サイト等による情報発信力を強化
するとともに，市が持つ立地環境等の特性を生かせる企業誘致を進めるための検討を行う。

計

単位

平成24年度

企業立地の促進

21 企業誘致等の取組み

0

0 1

取組年度

歳入増加

市内企業の状況や立地設備投資動向の把握を進める。企業立地サイトや展示会を通して，
市の特長や各種支援施策のPRを行い，立地につなげて行く。

見込まれる
その他効果
（金額以外）

市内企業の状況や立地設備投資動向の把握を進める。企業立地サイトや展示会を通して，
市の特長や各種支援施策のPRを行い，立地につなげて行く。

市内企業の状況や立地設備投資動向の把握を進める。企業立地サイトや展示会を通して，
市の特長や各種支援施策のPRを行い，立地につなげて行く。

引き続き，市内企業の状況や立地設備投資動向の把握を進めるとともに，企業立地サイト
等や企業訪問によるPR活動を行う。また，平成24年度からの誘致活動の検証を行う。

企業を訪問する
ことにより，その
企業との繋がり
ができ，市内企業
とのビジネスの仲
立ちを行うことも
可能となる。

平成25年度

歳出
削減

Ｈ２３



重要度

21001 作成日 更新日

090700 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2 ○

3 ○ ○

4 ○ ○

5 ○

6 ○ ○ ○

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 社 単位 社

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

市内企業の状況や立地設備投資動向の把握を進める。

H23.4.1

取組内容・目標

上野 和久経済産業部 商工振興課

市内企業の状況や立地設備投資動向の把握を進める。企業立地サイト等による情報発信力を強化す
るとともに，市が持つ立地環境等の特性を生かせる企業誘致を進めるための検討を行う。

進捗

達　成

企業立地促進奨励金等，交付要綱の見直しを行う。

平成24年度の予算要望を行う。

21 企業誘致等の取組み

企業立地の促進

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

平成23年度

0
企業立地促進奨励金の対象立地企業数

①市内企業や金融機関のほか，ゼネコン等にもヒアリング対象を
広げ，設備投資の動向や用地情報の把握を行うなど，誘致活動を
効率的に行うためのネットワーク構築を進めた。②展示会に出展す
る企業への支援を通して，柏市のPRを行った。③平成24年度以降
に奨励金の交付対象となり得る企業（うち１件は市有地の売却を含
む大型案件）の立地が実現した。④奨励金の交付対象とはならな
いが，大規模工場の撤退跡地の有効利用を図るため，物流施設の
立地をサポートし，税収及び雇用の増加に繋がる素地を作った。⑤
平成24年度に向けて，国の緊急雇用創出事業を活用した企業立
地推進施策を立案した。

コメント

企業に柏市をPRするためのノウハウ等を習得するため，展示会の見学を行う。

・市内企業や金融機関，不動産業者等へのヒアリングによる立地設備投
資動向の把握を行った。
・PRノウハウ習得のため，企業誘致フェア等の展示会を見学した。
・柏市産業振興戦略プランを遂行するための，企業立地促進奨励金交付
要綱の見直し作業を進めている。
・企業立地サイトのリニューアルを完成させ，適宜新規情報を掲載してい
る。
・事業者，関係課との協議，調整を行い，具体の企業立地を進めてきた。

進捗・実績

進んでいる

計画どおり コメント

Ａ

取組項目

H24.3.31

産業政策担当

部内で展示会出展のための業種の検討を行う。

コメント
指示事項

研究開発や業務系を含め幅広い分野の企業立地について取り組
むこと。

年
度
末

評
価

実績値計画値

石黒　博 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

アクションプラン（平成２３年度）

企業立地サイトの情報更新を行う。

Ｂ

取組み強化

0
成果指標名

取組内容

計画値

有

有

コメント

（取組内容）緊急雇用創出事業を活用した企業立
地推進員配置事業による立地勧奨や，北部整備
課との連携による北部地域に対する立地ニーズ
調査，区画整理組合との連携による新設工業団
地への企業誘致に取り組む。
（計画値）これまでの立地勧奨が奏功し，平成24
年度より奨励金の交付開始となる企業を獲得した
ことから，計画値を1年度前倒しに変更する。

Ｈ２３



重要度 Ａ

21002 作成日 更新日 H24.3.31

090700 責任者 担当者 産業政策担当

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 ％

年度 最終値

計画値

実績値

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 0
同左

効
果
額 同左 同左 同左

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

上野 和久

最終目標

効果

経済産業部 商工振興課

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

中小・ベンチャー企業向けの事業支援施設（インキュベーション施設）である東大柏ベンチャープラザ
の，各年度の入居率を100％とする。

H23.4.1

100

平成27年度

インキュベーション施設への入居率

平成23年度

100100

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

平成25年度

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成26年度

取組内容・目標
施設入居企業に入居費の一部補助を行うことで，自立後の市内への立地を図るとともに，補助を受けていない企
業についても，物件紹介等を通して市内への立地を促す。また，事業支援の専門知識を有する民間の人材を「イ
ンキュベーションマネージャー」として起用し，多面的な支援を行う。

計

単位

平成24年度

新産業の創出支援

21 企業誘致等の取組み

94

100 100

取組年度

歳入増加

施設入居企業に入居費の一部補助を行うことで，自立後の市内への立地を図るとともに，補助を受けていない企
業についても，物件紹介等を通して市内への立地を促す。また，事業支援の専門知識を有する民間の人材を「イ
ンキュベーションマネージャー」として起用し，多面的な支援を行う。

見込まれる
その他効果
（金額以外）

施設入居企業に入居費の一部補助を行うことで，自立後の市内への立地を図るとともに，補助を受けていない企
業についても，物件紹介等を通して市内への立地を促す。また，事業支援の専門知識を有する民間の人材を「イ
ンキュベーションマネージャー」として起用し，多面的な支援を行う。
施設入居企業に入居費の一部補助を行うことで，自立後の市内への立地を図るとともに，補助を受けていない企
業についても，物件紹介等を通して市内への立地を促す。また，事業支援の専門知識を有する民間の人材を「イ
ンキュベーションマネージャー」として起用し，多面的な支援を行う。
施設入居企業に入居費の一部補助を行うことで，自立後の市内への立地を図るとともに，補助を受けていない企
業についても，物件紹介等を通して市内への立地を促す。また，事業支援の専門知識を有する民間の人材を「イ
ンキュベーションマネージャー」として起用し，多面的な支援を行う。

将来，入居企業が
市内に定着すること
により，雇用の創出
や税収の増加，市
内企業との連携に
よる市内産業の活
性化が期待できる。

平成25年度

歳出
削減

Ｈ２３



重要度

21002 作成日 更新日

090700 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2 ○

3 ○ ○ ○ ○

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 ％ 単位 ％

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

柏市産学官連携新規事業者等施設入居支援補助金当該年度分申請受付及び施策周知

H23.4.1

取組内容・目標

上野 和久経済産業部 商工振興課

施設入居企業に入居費の一部補助を行うことで，自立後の市内への立地を図るとともに，補助を受けていない企業
についても，物件紹介等を通して市内への立地を促す。また，事業支援の専門知識を有する民間の人材を「イン
キュベーションマネージャー」として起用し，多面的な支援を行う。

進捗

一部達成

21 企業誘致等の取組み

新産業の創出支援

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

平成23年度

100
インキュベーション施設への入居率

・柏市産学官連携新規事業者等施設入居支援補助金については，
４社に交付決定を行った。
・施設の入退去については，退去３室に対し入居２室（新規先）が
あり，今年度末では全３４室のうち空室は２室のみとなっている。空
室については，継続的に入居者募集を行っており，本市も支援して
いる。
・入居企業の新製品の売上計上や販路拡大，事業連携先の拡大
など，これまでの支援の効果が見受けられる。

コメント

インキュベーションマネージャーによる訪問支援

・当年度申請分の補助金交付決定及び前年度分の補助金交付事
務は完了している。
・入居率の向上を目指し，商工振興課職員及び派遣職員等が一体
となって，見込先への入居勧奨を実施した。
・柏市インキュベーションマネージャーによる入居者支援を継続的
に実施した。なお，上半期の入居者を含めた企業支援件数は125
件。

進捗・実績

計画どおり

計画どおり コメント

Ａ

取組項目

H24.3.31

産業政策担当

同補助金前年度分交付

コメント
指示事項

施設の入居企業に限定せず，幅広い分野における起業家等の育
成，支援に取り組むこと

年
度
末

評
価

実績値計画値

石黒　博 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

アクションプラン（平成２３年度）

Ｂ

取組み強化

94
成果指標名

取組内容

計画値

無

無

コメント

Ｈ２３


	21001_073_商工振興課（企業立地促進）
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